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母親の歯科保健行動ならびに口腔内状態と3歳児

健康診査受診状況との関連について

笹原妃佐子 河村 誠

宮城 昌治 岩本 義史

目的　母親の歯科保健行動や口腔内状態と，その幼児の3歳児健康診査への受診・非受診との関

連について検討する。

方法　①対象：平成4年度および5年度に，広島市東保健所での3歳児健康診査の対象者となっ

ていた幼児のうち，1歳6ヵ月児健康診査を同保健所で母親同伴のもとに受診した幼児とそ

の母親957組。

　②方法：1歳6ヵ月児健康診査時に質問紙調査と口腔診査を行い，幼児の性別，出生順位

およびう蝕罹患状態（dft）と，母親の年齢，歯科保健行動（歯科保健行動目録による評価）

および口腔内状態（口腔評価指数による評価）を記録した。以上の調査結果と診査結果を説

明変数として，多重ロジスティック分析を用い，3歳児健康診査の受診・非受診との関連を

分析した。

成績　①母親の年齢が高く，良好な歯科保健行動や口腔内状態を有する場合に，受診する幼児が

多かった。

　②幼児については，女児が男児より，出生順位の早いものが遅いものに比べ，よく受診し

ていた。しかし，う蝕罹患状態と受診状況に関連は見られなかった。

結論　歯科保健行動や口腔内状態が良好な母親の幼児では，不良な母親の幼児に比較して，3歳

児健康診査によく受診していた。
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